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１年間の教育活動を振り返って 
  

校長 小窪 昇 

 

令和５年度もコロナ禍の中、教育活動がスタートしましたが、５月には５類へと移行し、縮小して

いた学校活動も平常を取り戻すことができました。文化祭、中高合同運動会、移動教室、修学旅行等

の学校行事を始め、教育活動全般を通して、生徒及び教職員共に満足のいく活動ができたこと、喜び

に堪えません。保護者のみなさまには、日頃より本校の教育活動に御協力と御理解を賜り、感謝申し

上げます。お陰様で今年度も、無事に終了することができます。 

今年度を振り返り、私にとっては、４つの大きな出来事がありました。１つ目は、本校初の離島留

学生を受け入れたことです。御協力いただきました村教育委員会を始めとする教育関係者、ホームス

テイ先には本当にお世話になっています。心から御礼申し上げます。入学した２名の生徒は、毎日元

気に登校し、精力的に活動しています。生徒同士が切磋琢磨し、よい相乗効果が生まれていることを

実感しています。令和６年度も島外生徒受入事業を継続予定です。２つ目は、３年生９名全員の進路

が決定したことです。４月からは、新しいステージへと上りますが、健康に留意して新たな自分を発

見し、広い視野を獲得し、昇り龍の如く力強く上昇してほしいと願っています。３つ目は、太鼓部が

高文連中央大会において、金賞を受賞したことです。創部以来悲願であった「金」を見事に獲得して

くれました。御指導いただいている部活動指導員の方、御支援いただいたみなさまに感謝し、部長を

始めとする部員に、私からも金メダルを送ります「おめでとう！よくやった！」４つ目は、４名の生

徒が海外派遣研修（エジプト）に参加したことです。日々現地から送られてくる動画に目を凝らすと、

笑顔で意欲的に参加している様子が伝わって来ました。「新島から世界へ！」これは、今年度の学校

経営方針でもあります。今後も世界に繋がるグローバルな人材を育成していきたいと思います。 

さて、令和５年度も終了します。今年度の振り返りを行い、令和６年度に繋げる準備をしてくださ

い。生徒の皆さん、教職員の皆さん、保護者の皆さん、1 年間お疲れ様でした。そして、令和６年度

も「よりよい新高」を目指して、全員一丸となって頑張って行きましょう！引き続き、御支援と御協

力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆３月予定表☆ 

２日（土）           卒業式 

４日（月）           振替休日 

５日(火)～８日(金)     学年末考査（１・２年）  

１１日(月)、１２日(火)    答案返却日         

１５日（金）～２２日（金）  午前授業 

２０日(水)           春分の日 

２５日(月)           修了式、離任式 
 

   

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年間を振り返って 

私たちが入学してから、あっという間に一年がたちました。振り返ってみると、この一年はかなり充

実したものだったと感じています。その中でも、私が特に印象に残っているのは文化祭です。文化祭準

備では、一年生だけで出し物の準備をするということで、威勢よく活動を進めていきました。しかしな

がら途中、全体の計画性が欠けていて準備が間に合うかでひと悶着あったり、思いのほか作業が難航し

てしまいクオリティ妥協の検討をしたりなど、紆余曲折あった準備となったのも今ではいい思い出です。 

そんな準備を経ながらも、無事文化祭当日を乗り切り全員笑って終えることができたのは、私が一年

生の強みだと考えている“団結力の強さ”によるものが大きいのかなと思います。来年度は勉強も難し

くなる中、後輩もできてより一層忙しくなります。また、今は修学のことで頭がいっぱいですが、進路

も本格的に考えなければなりません。そんな感じで、今年度よりも考えることも行うこともたくさんの

二年生ですが、皆で一致団結して笑って乗り切れたらいいなと思います。それが私が今年を振り返って

感じたことです。 

また１年、あっという間に過ぎていきました。歳を重ねるごとに、時の流れを早く感じます。 今年

度、私は勉学に苦しんだ印象が強くあります。各教科、難易度の跳ね上がり方が凄まじく、恐怖すら覚

える程でした。定期考査では厳しい現実を押し付けられる結果に毎度暗然としました。  

しかし、苦あれば楽あり。日々の部活動、中高運動会、文化祭。心弾む時間も多くありました。特に、

兵庫・京都・大阪での修学旅行は私にとって格別でした。普段の学校生活とは異なる、初めての場所で

の友人との６日間は素晴らしいものでした。  

良くも悪くも、昨年度よりも色濃く、充実した一年間でした。来年度からとうとう３年生へと進級で

す。進学・就職、各々の希望進路の実現の為に今よりもあらゆる物事に力を注ぐと同時に、今よりも楽

しむ必要があると思います。クラスメイトと共に過ごせる残り僅かの高校生活、青春を謳歌する卒業ま

での最後の１年間。その先の道は違えど、クラス一丸で切磋琢磨していきたいです。 

 

  

 

３年間を振り返るとあっという間だった。１年次は定期考査前の放課後にたくさん寺子屋に通った。

発展クラスにいたので数学が難しいと感じていたけれど、小林先生が数学を教えてくれたので今では

とても感謝している。この頃はバスケ部に入っていて、12 月の農業六高大会に参加した。バスケ部に

入って初めての試合だったからすごく緊張した。2年生のときはインターンシップでオリンピックセン

ターに宿泊した。部屋は狭かったけれど、敷地内はすごく広かったのが印象的だった。あまり都内に

は行かないけれど、やっぱり新宿駅は人が多かった。また、修学旅行で、京都の文化を学んだ。大阪

では道頓堀でたこ焼きを食べたのが一番思い出に残っている。USJ のオフィシャルホテルの朝食は豪華

だったけれど、今思えばもっと食べとけばよかったと悔いが残っている。夜のイルミネーションは感

動した。人生初めての水族館で海遊館に行った。マンボウも初めて生で見た。3年生で進路活動に入る

と、就職にするか大学進学にするか迷ったが就職にした。無事に就職先が決まってよかった。3学期に

なって自分が卒業するという実感が持てない。要するに、まだ学生のままがいいのかもしれない、で

も時間は止まらない。卒業して社会人として働き始めるまで 1 ヶ月あるので、あと少しだけモラトリ

アムを楽しみたい。３年間お世話になりました。                    

各学年の代表生徒から 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各担任の先生方から 

 入学式から早くも一年。クラスでも「あっという間だった」という声をよく耳にする。そして皆さん

と同じか、それ以上に私にとっても「あっという間」だった。 

 さて、この一年、何が出来ただろう。何が出来なかっただろう。ややもすると、惰性で一年が終わっ

てしまいがちである。終わってみればあっという間。夏休みと同じだ。だが高校生活は何も為さないに

はあまりに長く、何かを成すにはあまりに短い。入学前、思い描いていた高校生の自分、そして今思い

描く、卒業後の自分。たとえおぼろげでも目指すべき頂が見えたなら、後は登るだけだ。遠回りでも、

ゆっくりでも、時には立ち止まったとしても。見えていた頂は、実は峠だったかもしれない。その時は

また新たな頂に向けて登りはじめれば良い。とはいえ、道半ばなれど高校一年生はここで一区切り。今

は今年一年歩き続けた自分自身を労い、褒め称え、また歩きだそう。 

 人生は生まれたときからグレート余生。されど、皆にとって道中楽しい登山であれかし。 

 これまで生きていて人生の岐路に何度か遭いましたが、だいたい「何とかなるだろう」の精神で乗

り越え(？)ました。無事今も何とかなっています。先の将来が不安な人がいると思いますが、やはり

「まあ何とかなるだろう」と心のどこかで思いながら、４月からの新生活を迎えるといいのではない

でしょうか。「何を悠長な！」「他人事だと思って」「私にそんな心のゆとりはない！」という人は、

では今から計画的に将来を見据えて行動しましょう。以前もどこかで同じようなことを書きました

が、「行動」を起こさないでただ「考えている」のは何もしていないのと一緒(と私は思っています)。

例えば進路に悩んでいる人は、先生に相談してみるとか興味のある職業、学校を調べるとか、とりあ

えず勉強だけはしておくなど何かしらやれることがあります。悩んでいても時間は過ぎるので、不安

な人は「何とかなるだろう」と心に余裕がもてるぐらいの準備をそれまでにするといいんですよ。進

路調べに私のお勧めはYouTubeです。本ではタイムパフォーマンスが効率的でないですが、『進路 悩

み』と検索すれば様々な大人たち(YouTuber)が意見をくれますので、自分にとって参考になりそうな

ものを取捨選択してください。でも、専門家の書いた本もたまには手に取ってほしいのが本音です。 

今年度は２年生にとって大きく飛躍した１年間となりました。中心的役割を担った各部活動、去年の

反省を生かし自分たちで作り上げた文化祭、規律を守りながらも大いに楽しんだ修学旅行、職業体験や

海外派遣研修、放課後の補講など様々な場面で健闘しました。さらに、自らの進路と真摯に向き合い、

多くの生徒が志望分野を明確化しています。１年生の頃と比較すると、本当に大人になったとしみじみ

感じています。 

来年の今頃は、卒業式を直前に迎えていることとなります。皆さんの生まれ育った新島で幼少期から

の友人と思い出を作れるのはあと１年もないのです。失う前から「当たり前」のありがたみに気が付く

ことは中々困難なことですが、家族や友人、地域の方々への感謝の気持ちを忘れずに、残りの１年間を

大切に過ごしてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会報告 

〇テニス部 

令和 5 年 12 月 26 日～28 日 第 29 回東京都立高等学校テニス選手権大会へ出場しました。 

男子シングルスで 3 名、ダブルスで 2 ペア、女子シングルスで 1 名がエントリーし、それぞれ

が全力を出し切りました。女子シングルスでは、4 回戦を勝ち上がり、都立高校でﾍﾞｽﾄ 32 入り

を果たしました。たくさんのご声援、ありがとうございました。引き続き、頑張ります！ 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇太鼓部 

12 月 17 日(日)に中央大会に参加をしてきました。チームとしては金賞、生徒１名が審査員特別賞を

受賞することができました。ご声援、ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇バスケ部 

 12 月 16日(土)、17 日(日)に行われた、第 53回農業六校大会に参加してきました。 

 10 チーム中 6位という成果を得ることができました。ご声援、ありがとうございました。 

大会の様子は新島高校の HPをぜひご覧ください。 
 

↓学校 HPの QRコード 

 (バスケ部のページ) 


